
3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

配水池の水を抜かずに内部の状態把握をするためには、水中カメラを使用する必要があります。

有線の水中カメラでは配水池の大きさや構造（堰や柱などの有無）によってどうしても確認する

ことができない場所がでてきてしまいます。

 例えば、コードレスの水中ドローンなど、隅々まで配水池内部の状態を把握できる技術、

 配水池内部の状態把握に合わせてコンクリートの劣化診断ができる技術

名８ 配水池内部の状態把握 求める技術：⑥
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1  課題を抱える業務の内容


